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1．廃炉人財育成の全体イメージ（現状）
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福島第一原子力発電所

ＯＪＴ
（廃炉カンパニー 各部）

・ 運転（運用）

・ 保全分野

・ 燃料分野

・ 放射線防護分野

・ 化学管理分野

等々

ＯＦＦ-ＪＴ
（原子力人財育成センター）

【分野毎】
●運転（運用）
●保全
●燃料
●放射線防護
●化学管理
●原子力安全

【共通】
■廃炉特有のコア技術
■保安教育、新入社員教育

連 携



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

2．原子力人財育成センターの概要①（OFF-JT）

連 携
原子力・立地本部 福島第一廃炉推進カンパニー

原子力人財育成センター

人財総括G 運転育成G 保全・技術育成G 廃炉育成G

柏崎刈羽
人財育成G

福島第二
人財育成G

福島第一
人財育成G

柏崎刈羽
原子力発電所

福島第一
原子力発電所

福島第二
原子力発電所

体系的教育手法により
教育訓練プログラムを策定
発電所へ提供

発電所からの教育訓練ニーズ
を情報共有

⚫ 1F事故において過酷事故対策が不十分であった要因として、「安全意識」「技術力」「対話
力」の不足があったとし、安全改革プランを策定

⚫ 福島への責任を果たすために、「不断なく安全レベルを合理的に高める意識」を維持し続け
組織内に強固に定着させることをミッション

⚫ 「安全意識」「技術力」「対話力」を向上させ、ミッションを達成する基盤は人財育成にあるこ
とから、2016年12月、人財への投資を効果的に行う組織として、「原子力人財育成センタ
ー」を設立
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【参考】 原子力人財育成センターの概要②

◼ 原子力人財育成センターの主な取り組みとして、体系的な教育アプローチ（SAT）に基づ
き、廃炉も含めた原子力部門全体の人財育成に必要な教育訓練プログラムを提供してい
る

分析

設計

開発実施

評価
ADDIE
モデル

Analysis（分析）
Design（設計）
Development（開発）
Implementation (実施）
Evaluation（評価）

SATプロセス

⚫ ADDIEモデルは訓練設計での一般的な体系，枠組み

⚫ 効果的な訓練を構築するためのガイドライン

⚫ 訓練構築中の継続的なフィードバックにより問題を迅速に把握

⚫ 初期段階での問題修復で効率的な構築とコスト削減に寄与
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3．原子力発電所 (廃炉含む) における教育訓練の会議体

カリキュラムレビュー会議

ＣＲＣ
（Curriculum Review Committee）

運転(運用) 保全

放射線防護 化学管理

燃料

原子力安全

保安教育

教育訓練プログラムの有効性を評価
（監視機能）

部門職員の能力向上に資することの監視
部門方針の達成支援への監視
部門とラインのパートナーシップの監視

福島第二

福島第一

柏崎刈羽

カリキュラムレビュー会議

ＣＲＣ
（Curriculum Review Committee）

発電所教育訓練会議

ＴＡＣ
（Training Advisory Committee）

教育訓練プログラムを定義し有効性
評価を継続的に実施発電所職員の
パフォーマンス向上を図る

原子力部門教育訓練会議

ＳＴＣ
（Senior Training Council）

発電所教育訓練会議

ＴＡＣ
（Training Advisory Committee）

◼ 原子力部門における教育訓練に関する課題や期待事項などを議論するため、以下の会議
体を設け、発電所職員のパフォーマンス向上に継続的に取り組んでいる
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4．福島第一原子力発電所の教育訓練プログラム（例）①

◼ 原子力部門における教育の基盤となっている 「現業技術・技能認定」 に加えて、福島第
一廃炉に向けた 「廃炉特有のコア技術に関する教育訓練」 についても、教育訓練体系に
取り込んでいる

教育訓練体系マップ 廃炉特有のコア技術に関する教育訓練

＋

技能認定S級

運転 保全 安全 保安 燃料

専
門
教
育

反
復
教
育

技能認定A級

専
門
教
育

反
復
教
育

専
門
教
育

反
復
教
育

専
門
教
育

反
復
教
育

専
門
教
育

反
復
教
育

運転
A級

保全
A級

安全
A級

保安
A級

燃料
A級

技能認定B級

運転
B級

保全
B級

安全
B級

保安
B級

燃料
B級

技能認定C級

新入社員教育

マネジメント力向上研修

共
通
教
育

基盤技術 例
・水質管理方法
・放射線防護上の注意点
・状態監視の測定・評価方法

水処理
・ALPS処理水の放出に係る放射線環境
影響評価

・SARRY/KURION概要、ALPS概要

燃料
・燃料デブリ、使用済燃料の影響評価
・使用済燃料プールからの燃料取り出しに
おける福島第一特有事項

廃棄物
・放射性固体廃棄物等の管理
・廃棄物関連施設の設計及び品質強化
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4．福島第一原子力発電所の教育訓練プログラム（例）②

◼ 福島第一の各分野に設置されるカリキュラムレビュー会議において、教育訓練に関する方
針などが議論され、必要とされる教育訓練カリキュラムが展開
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項 目 実施概要

現場力及び技術力向上 ⚫ 手順書に基づいた確実な操作
⚫ トラブル時の対応力向上

→ 訓練シミュレータを活用した訓練

ALPS処理水希釈放出設備の
運転力量向上

⚫ ALPS処理水希釈放出設備について、確実な
操作、トラブル時の対応力向上、継続的な力
量確保

→ 通常操作、トラブル対応におけるチーム
連携の強化

例：2024年度 運転(運用) 分野の教育・訓練 基本方針（抜粋）
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分野 2023年度の優先課題に対する取り組み（事例）

運転(運用)

⚫ 1F運転訓練シミュレータを活用した基本操作定着促進、トラブル時の
対応力向上

⚫ ALPS処理水希釈放出設備の運転管理に係わる教育プログラムの構
築

保全
⚫ 保全作業のリスク管理に関する教育訓練
⚫ 設備図書を用いた安全処置検討に関する訓練

燃料 ⚫ 輸送貯蔵兼用キャスク仕立て作業研修の新設準備

放射線防護 ⚫ 保安班要員の力量向上

化学管理

⚫ 放射能分析に係る技量向上（継続対応）
• トリチウム他の分析技量の維持
• ALPS 処理水特有の評価対象の分析技量の取得
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【参考】 福島第一原子力発電所における人財育成

◼ 福島第一の各分野に設置されるカリキュラムレビュー会議において、教育訓練に関する優先
課題などが議論され、必要とされる教育訓練が展開されている

分析人財の育成に向けた取り組み状況については、前回会議(※)において報告

※ 第11回廃炉研究開発連携会議（2023.3.24 ）資料3-3「分析体制構築に向けた取り組み
状況について」
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5．廃炉人財育成に係る今後の取り組み

◼ 福島第一における特有な技術を含めた 「廃炉教育体系の整理・見直し」 に対応中

廃炉教育体系の整理・見直しに向けた力量管理のイメージ

パフォーマンスベースの力量管理
（業務遂行能力を評価）

行動

知識 スキル

態度 これまでの
評価領域

これからの
評価領域行動

知識 スキル

態度

評価結果を見える化
評価結果をもとに育成計画を立案

2024年度以降、上記を踏まえて廃炉教育体系を見直していく

JOB→TASK→KSAの
順番で業務実態に合っ
た力量管理項目を整理

この仕事をするために、こ
の知識・スキルを学ぶとい
う紐付けのもと、人財育
成が図られる

業務の棚卸、必要な力量の見える化

・ 業務の棚卸結果、力量評価結果を踏まえ、不足している教育はないか
・ 業務を遂行するために、どのような教育を付与するか

➢ 福島第一の教育訓練会議において課題として挙げられている事項（例）

✓ 福島第一に特有な技術、廃炉の将来を見据えて、教育訓練カリキュラムを検討すること

✓ プログラム部系の教育プログラムについて、若手育成のためのベース技術とプログラム部固有の戦略的なスキル
を整理すること

JOB
（仕事）

TASK
（業務）

KSA
（知識・スキル・態度）
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【参考】 廃炉人財育成に係る検討プロセス
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キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の

明
確
化

人
財
育
成

人
数

力
量

① 将来的な人財計画

② 廃炉カンパニーの
将来人数予測

③ 将来的な人財計画と
現有人数のギャップ分析

①と②のギャップを把握
⑥ 育成人数計画

どの力量の人財をいつ
までに何人育成するか
を計画
（廃炉カンパニー）

人財カルテ，力量項目

過去に作成した必要と
する力量の一覧

④ 力量管理
（スキル全体像）

各分野, プログラム部の
力量整理と, 各社員の
力量把握

⑤ 分野別キャリアパス

将来のキャリアの分岐
および役職を示す

⑦ キャリアプラン

個人別のキャリアの現
在地とゴールを示す
（社員一人ひとり）

◼ 廃炉カンパニーとしての力量管理方法のイメージ

比較

項目整理


	スライド 0: 東京電力における廃炉人財育成の取り組み
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10

